
05 大潟村（秋田県）R４開始

キーワード スマート・学校給食

実施体制 大潟村、大潟村農業協同組合、大潟村カントリーエレベーター公社、
秋田県立大学、大潟村有機農業推進協議会、集出荷団体 等

面積情報 有機農業取組面積：315ha 耕地面積に占める割合： 2.7 ％

成果目標

有機農業の取組面積の拡大（水稲） R４年度 243 ha → R９年度 255 ha

有機農業を拡大していく上での課題

課題に対する取組のポイント・成果

主な取組内容
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ポイントとなる導入技術

拡大をはばむ雑草の紹介

【取組による定量的な成果】

給食導入回数 R４：12回 → R５：20回
▲水田除草機実証試
験の様子

▲有機ほ場での技術研修会

▲村産有機大豆を使った「親子で
豆腐づくり教室」の開催

▲水田用自動抑草ロ
ボットによ
る抑草作業

①⽣産
・栽培方法等に関して、有機ほ場回りや現地研修会、講演会等を開催。

②加⼯・流通
・村内の飲食店と連携し、有機農産物を活用した新たな加工品やメニュー
の開発を行うことで、有機農産物のPR及びブランドの確立。（今後実施
予定）

③消費
・村内イベント等を活用し、有機農産物のPRを実施。
・消費者が有機農産物を入手しやすいよう、村内産直センター等に有機農
産物販売コーナーの設置を推進。（今後実施予定）

・有機農産物を使用した料理教室を行い、有機農産物の消費拡大を図る。

・コナギ（５月～７月）
【対策】
機械や手取り除草によ

り対応。

・村では田畑輪換技術による雑草抑制
を推奨している。他にも水田除草機が
複数回ほ場に入れるような機械の改
修・開発、直交除草技術
の確立を目指した試験が
行われており、将来的に
除草作業の効率化や負担
軽減に効果が出ることが
期待されている。

・秋田県立大学と連携を図り、ほ場調査や実証試験を行
い、その取組成果等を地域農業者に還元した。
・保育給食、学校給食へ有機米を提供し、安定的な消費
先を確保するとともに、児童・生徒たちの健康や地域農
業の学び、環境への関心といった取組みに繋がった。

・大潟村のほ場条件（重粘土質）に合った水田除草機の
改修・開発。
・有機栽培に対する理解を深めてもらうため、食育活動
などを通じた普及活動。
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（令和３年度時点）

～主な品目～

水稲

おおがたむら
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